見てわかる情報モラル第３版　確認問題【問題編】

	【Lesson１：スマートフォンのマナー】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　映画館では，上映中のスマートフォンの使用は禁止されているが，どのような理由から禁止になっているか。適切なものを選び，記号で答えなさい。
　ア：映画館の機材に影響を与えてしまう可能性があるため。
　イ：着信音やディスプレイの光が周囲の人たちの迷惑になるため。
　ウ：上映中の映画を盗撮する行為を防止するため。
　エ：人が多く集まり，スマートフォンの盗難が多く発生するため。
	


問題２　次の文章に当てはまる語句の組み合わせとして，最も適切なものを下から選び，記号で答えなさい。
　自転車に乗りながら携帯電話を操作する行為は，（　①　）法によって禁止されている。こうした（　②　）は事故につながる大変危険な行為であり，近年，社会問題となっている。
　ア：①不正アクセス禁止　②窃盗
　イ：①道路交通　②ながらスマホ
　ウ：①電子消費者契約　②電凸
　エ：①著作権　②コンプガチャ
	


	【Lesson２：依存】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　インターネット依存の症状について説明している文章である。適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：オンラインゲームに熱中して，生活リズムがおかしくなっている。
　イ：SNSのメッセージの返信がすぐに来ないとイライラする。
　ウ：パソコンが得意でなく，操作をするだけで気分が落ち込み，憂鬱になる。
　エ：SNSで自分の書いた内容にコメントがないと不安になる。
　オ：スマートフォンの電源を１分間でも切ることができない。

	


問題２　メールやインターネット上のコミュニケーションよりも，実際の会話が大切な場合もある。次のうち，メールやSNSを通して文字だけで伝えるのではなく，直接会ってコミュニケーションを取った方がよい例を選び，記号で答えなさい。
　ア：試験で出題される範囲をクラスメートに確認する。
　イ：夕方から雷雨になる予報を，多くの人に知らせる。
　ウ：病気で学校を欠席することを担任の先生に連絡する。
	


　エ：友だちから借りた漫画を失くしてしまったことを謝る。

	【Lesson３：メールのマナー】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　メールの宛先として利用するTO，CC，BCC について解説したものである。適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：メールを読んでほしい相手は，複数人でもTOにメールアドレスを書く。
　イ：参考までにメールを見てほしい相手は，CCにメールアドレスを書く。
　ウ：CCにメールアドレスを書いた場合，メールを受け取った人にはCCであることがわからない。
　エ：BCCは，メールを受け取った人どうしでメールアドレスがわからないようにするときに使用する。

	


問題２　メールを送信する際のマナーとして適切なものを選び，記号で答えなさい。
　ア：添付ファイルのサイズには特に制限がないため，サイズの大きなファイルを添付してもよい。
　イ：件名が思い浮かばないときは，書かなくてもよい。
　ウ：メールを書く際には，コンピュータで入力できる文字なら何でも使ってよい。
　エ：書き出しで相手の名前，自分の所属・氏名を述べ，文末に署名があるとわかりやすい。
　オ：１行に入力する文字数は特に考えなくてもよい。

	


	【Lesson４：SNSによる人間関係のトラブル】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　コミュニケーションアプリに関する記述として，適切なものには○，そうでないものには×で答えなさい。
　ア：アドレス帳に登録されている連絡先は強制的に追加されてしまう。
　イ：友だちを増やすためにIDを掲示板などに公開すると，出会い系や詐欺といった被害に巻き込まれる危険性がある。
　ウ：グループ内で気に入らないユーザがいれば，すぐにグループからはずせばよい。
　エ：自分宛のメッセージが来たら，すぐに返信するのがマナーである。
　オ：知り合いどうしのグループでも，誰かの悪口やプライバシーを書き込まない。
	ア


	イ


	ウ


	エ


	オ




問題２　SNSのグループで誹謗中傷をされた場合，どのような対処を取るべきか。適切なものを選び，記号で答えなさい。
　ア：誹謗中傷を書いた本人に直接，抗議のコメントを書く。
　イ：すぐに発信者をグループのメンバーから削除する。
　ウ：何も返信せずに冷静になり，しばらくようすを見る。
　エ：誹謗中傷されたコメントを引用し，別のSNSに書き込む。
	


	【Lesson５：有害サイトとフィルタリング】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　有害サイトを利用しないための対策として，適切なものには○を，そうでないものには×で答えなさい。
　ア：検索するキーワードに，興味本位から過激な言葉を入力しない。
　イ：怪しげな情報が掲載されているWebサイトにアクセスしてしまった場合でも，今後のトラブル対策のために，閲覧したほうがよい。
　ウ：携帯電話会社は，20歳未満の利用者に対し，フィルタリングを提供している。

エ：有害サイトを利用しないために，あらかじめフィルタリングを設定する。
　オ：スマホからインターネットに接続すれば，有害サイトにはつながらない。
	ア


	イ


	ウ


	エ


	オ




問題２　パソコンに設定するフィルタリングの説明として正しいものを選び，記号で答えなさい。
　ア：異なる人が同じパソコンを使う場合，ユーザごとにフィルタリングの設定を分けることができない。
　イ：フィルタリングを設定していても，有害サイトにアクセスしてしまう場合がある。
　ウ：プロバイダや携帯電話会社が提供しているフィルタリングは有料で提供されている場合がほとんどである。
　エ：フィルタリングは一度設定すると，解除することができない。
	


	【Lesson６：コンピュータウイルス対策】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　コンピュータウイルスの感染経路に含まれないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：電子メールに添付された画像ファイル
　イ：無料でダウンロードしたゲームアプリ
　ウ：動画配信サイトで再生できるストリーミング動画
　エ：市販の音楽CDをパソコンで再生
　オ：友だちから預かったUSBメモリ
　カ：スマートフォンの提供元不明のアプリ

	


問題２　コンピュータウイルスに感染した場合の対処について，最初に行うべき処置を選び，記号で答えなさい。
　ア：ウイルス対策ソフトのワクチンプログラムを最新のものにアップデートする。
　イ：ネットワークから切り離す（LANケーブルを抜く・無線LANのスイッチをOFFにする）。
　ウ：コンピュータ内に保存しているデータをバックアップする。
　エ：ウイルス対策ソフトで，ウイルスを駆除する。
　オ：USBメモリや外づけハードディスクもウイルス対策ソフトで駆除を行う。
	


	【Lesson７：詐欺にあわないために】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　インターネットを悪用した次の（１）～（４）の詐欺行為について説明している文をａ～ｄよりそれぞれ選び，記号で答えなさい。
　（１）情報商材詐欺　
　（２）ワンクリック詐欺　
　（３）フィッシング詐欺　
　（４）出会い系詐欺　
　ａ：「資格が取れなかったら返金する」とうたった資格試験の教材DVDのダイレクトメールが届いた。
　ｂ：SNSなどでメールやチャットなどを通して近づき，儲け話や直接会うことをもちかけ，犯罪や詐欺に巻き込む。
　ｃ：偽のWebサイトに誘導し，パスワードやクレジットカードの情報を入力させて，それを悪用する。
　ｄ：動画などをダウンロードする際に，画面上のメッセージをクリックさせて，料金をしつこく請求する。
	（１）


	（２）


	（３）


	（４）




問題２　詐欺にあわないために気をつけることとして，適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：迷惑メールやチェーンメールだと判断したメールは，開かないようにしている。
　イ：Webサイトを閲覧しているときに，表示されたメッセージはよく確認している。
　ウ：友だちから転送されたメールに書かれていたURLは，詐欺の可能性を疑う必要はない。
　エ：詐欺の事例などから，詐欺の手口を把握するようにしている。
　オ：提供元不明のアプリはインストールしない。

カ：興味があってもむやみにファイルをダウンロードしない。
	


	【Lesson８：個人情報の管理】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　個人情報には，個人を識別するために必要な四つの情報（基本四情報ともいう）がある。組み合わせとして最も適切なものを選び，記号で答えなさい。
　ア：氏名，年齢，血液型，星座
　イ：氏名，住所，性別，生年月日

　ウ：氏名，所属，生年月日，家族構成
　エ：氏名，生年月日，学歴，性別
　オ：氏名，住所，性別，血液型
	


問題２　個人情報の流出を防止する対策として，適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：自分の氏名や住所を登録するWebサイトではSSLを採用しているか確認する。
　イ：拾った人が誰のスマートフォンか確認できるように，スマートフォンにはパスワードロックをかけない方がよい。
　ウ：電子メールの内容には，できるだけ，住所や電話番号は書かない。
　エ：部活動の名簿などのファイルには，パスワードを設定して保存する。
	


	【Lesson９：個人情報の提供】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　個人情報保護法で定められている５つの原則について，適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：利用目的を本人に提示する。
　イ：一度取得した個人情報は，利用し続けることができる。
　ウ：本人の了解を得て取得する。
　エ：正確で最新の情報に保つ。
　　オ：流出，盗難，紛失を防止する。

	


問題２　提供した個人情報が悪用される危険性の低い事例は△，高い事例は×を答えなさい。
　　ア：質問に答えることで自分の性格を漫画のキャラクターに当てはめることができるというSNSのアプリを友だちからすすめられた。
　　イ：アルバイト先でマイナンバーの提出を求められた。 
　ウ：質問に答えると抽選で商品券が当たるという街頭アンケートに応じた。
　　エ：銀行から，暗証番号の変更を求めるメールが届き，リンク先のURLから速やかに変更を行った。
	ア

	イ

	ウ

	エ



	【Lesson10：パスワードの管理（不正アクセス）】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　パスワードの管理に関する次の（１）～（４）の語句について説明している文をそれぞれａ～ｅより選び，記号で答えなさい。
　（１）ソーシャルエンジニアリング
　（２）キーロガー
　（３）生体認証
　（４）不正アクセス禁止法
　ａ：パソコンのキーボード入力を記録できるソフトウェア，または機器のこと。
　ｂ：指紋や声紋，目の虹彩，手のひらの静脈など，人間の体の特徴からユーザ認証を行う方法。
　ｃ：人間の心理やミスを利用してパスワードを盗み出す方法。
　ｄ：他人のユーザIDやパスワードを勝手に使用して不正に利用する行為を禁止した法律。
　ｅ：パスワードに使われそうな文字のパターンをすべて入力し解読する方法。
	（１）


	（２）


	（３）


	（４）




問題２　次のパスワードのうち，他人に推測されにくいパスワードには○を，そうでないものには×をつけなさい。
　ア：TanakaTarou
　イ：asdfghjkl
　ウ：wQ41=n78!
　エ：20170424
　オ：password123

	ア

	イ

	ウ

	エ

	オ



	【Lesson11：なりすまし】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　なりすましの被害にあわないための対策として，適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：IDとパスワードは他人に教えず，定期的に変える。
　イ：ほかの人と共有で利用するパソコンでは，使い終わったら必ずブラウザの履歴やキャッシュを削除している。
　ウ：インターネットカフェなどのパソコンは誰が利用しているかわからないため，大事な情報は入力しないようにしている。
　エ：IDとパスワードを忘れないように，すべて共通のものを使っている。
オ：パスワードはメモに書き留めたり，スマートフォンに登録していない。
	


問題２　なりすましに関連する説明として，適切なものには○を，そうでないものには×をつけなさい。
　ア：電子メールで名乗っている人物が，本当に本人なのかはわからない。
　イ：自分の名前を利用して，身に覚えのない掲示板への書き込みを見つけたら，自分も掲示板に書き込みをし，忠告する。
　ウ：なりすましはインターネットを利用した行為のほかに，電話や手紙などを利用した行為も含まれる。
　エ：なりすましは，フィルタリングを設定することで予防することができる。

	ア


	イ


	ウ


	エ




	【Lesson12：情報の共有と発信】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　SNSの特徴や使い方について適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：SNSは，どの情報をどこまで公開できるかを設定できる機能がある。
　イ：あるSNSに書き込むと，同時に別のSNSにも同じ内容が投稿される連携機能があるものもある。
　ウ：SNSで「友だち」の申請が来たら，無視したり断ったりするのはマナー違反である。
　エ：グループ機能を使って，複数の人と共通の話題で意見を交換するときに利用すると便利である。
	


問題２　小学校の同窓会での集合写真の画像をSNSに投稿する際，適切なものには○，そうでないものには×を答えなさい。
　ア：同窓会のメンバーのみによるSNSのグループを作成し，そこに画像を投稿する。
　イ：個人のSNSに，公開範囲を設定せずに画像を公開する。
　ウ：その画像をSNSに公開してもいいか，同窓会のメンバーに事前に了承を得る。
	ア


	イ


	ウ




	【Lesson13：誹謗中傷】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　SNSのグループで，そのグループに参加していない友だちの悪口が書かれているのを見つけた。適切な対応を選び，記号で答えなさい。
ア：そのグループに本人は参加していないので，問題はない。
イ：本人は知らないグループでのやりとりでも，悪口は悪口なので，本人に伝える。
ウ：保護者や先生など，身近にいる信頼できる大人に相談する。
エ：悪口が書かれたやりとりのスクショを撮って，別のSNSに公開する。
	


問題２　次のSNS上での投稿の説明として適切なものを選び，記号で答えなさい。
	昨日テレビに出ていた，あのメガネと長髪のお笑いコンビ，コントがつまらなすぎる。死ねばいいのに。




ア：「死ねばいいのに」は言いすぎであり，誹謗中傷になる場合もある。
イ：この投稿だけでは，個人が特定されているわけではないので，問題ない。 
ウ：コントがつまらないというのは個人の主観であり，SNSには客観的事実のみを投稿すべきである。
エ：テレビに出ている芸能人であれば，何を言われても仕方がない職業である。
	


	【Lesson14：実名と匿名】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　匿名よりも実名でコミュニケーションを行った方がよい事例を選び，記号で答えなさい。
　ア：インターネットのコミュニティサイトで知り合った人とチャットをする。
　イ：たまたま見かけたブログでおもしろい記事があったのでコメントを書く。
　ウ：自分が書いた小説の感想を聞きたいので掲示板にSNSのIDを載せた。
　エ：自分の好きな芸能人の活動記録をWebページに載せる。
　オ：ダンスサークルでつくったSNSのグループに振付のアイディアを送る。
	


問題２　インターネット上のコミュニケーションについての説明を読み，適切なものには○を，そうでないものには×をつけなさい。
ア：インターネットの掲示板にはユーザ登録なども必要ないので，書き込んでも実名が相手に知られることはない。
イ：SNSには実名が原則のものと匿名が原則のものがあり，実名が原則のものは危険であるので使わない方がよい。
ウ：匿名で個人が特定されないことが確実な場合でも発言には責任を持つべきである。
	ア


	イ


	ウ




	【Lesson15：炎上・拡散１】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　炎上を引き起こさないための対策として適切なものを選び，記号で答えなさい。
　ア：自分のSNSに書き込まれたコメントは，内容を見ずに削除している。
　イ：書き込んだ情報が間違っていたが，面倒なのでそのままにした。
　ウ：批判的な意見を書かれたら，相手が納得するまでコメントを返す。
　エ：インターネット上で「荒らし」の行為を見かけても，しばらくようすを見るようにしている。
　オ：気持ちを表現するのに，絵文字やインターネット上で使う独特の言い回し（隠語）を適度に利用している。
	


問題２　SNS，掲示板などのコミュニケーションサイトを利用する方法として適切なものには○，そうでないものには×を選択しなさい。
ア：どんな意見でも積極的にコメントを返すことはよいことである。
イ：掲示板上で「荒らし」の行為を見つけたので，やめるように書き込みをした。
ウ：あるSNS上で中学校の友だちと思われる書き込みを見つけた。「友だち申請」をする前に，本人に直接メールで確認をした。
エ：匿名で書いているブログなので，偽の情報を掲載してもよい。
	ア


	イ


	ウ


	エ




	【Lesson16：炎上・拡散２】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　制服で自転車の二人乗りをする後ろ姿の画像を，友だちが無断で投稿した。考えられる影響として適切でないものを記号で答えなさい。
　ア：制服から学校や学年などが割り出され，学校に電凸が殺到する。
　イ：画像がインターネット上に残るため，大人になっても非難されることがある。
　ウ：個人が特定され，一斉に非難される。
　エ：警察がその投稿を見て，不正アクセス禁止法違反の疑いで投稿した友だちを取り調べる。
	


問題２　バカッター行為をした画像がSNS上で炎上していた。この場合の適切な対応策を選び，記号で答えなさい。
ア：炎上した画像を保存し，別のSNSに投稿した。
イ：投稿したユーザの情報を分析し，個人を特定しようと試みた。
ウ：特に何もしなかった。
エ：その行為を模倣して，SNSに投稿した。
	


	【Lesson17：肖像権とプライバシー】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　次のうち，肖像権とプライバシーを保護する観点から，適切な行為を選び，記号で答えなさい。
　ア：公園で雑誌のモデルの撮影をしていたので，スマートフォンのカメラで撮影し，SNSに投稿した。
　イ：友だちといっしょに撮った写真をもとに，特に許可を得ずにシールをつくり，学校のロッカーに貼っている。
　ウ：高校野球の選手にはパブリシティ権がないので許可を得ずにカレンダーをつくって販売しても問題ない。
　エ：家族と撮影した写真に知らない人が写っていたので，その部分をトリミングして削除してから年賀状の写真に使った。
　オ：アイドルの握手会で写真をいっしょに撮り，文化祭の展示物として利用した。
	


問題２　映画や動画などの映像を取り扱う場合に，気をつけておかなくてはならない点について，適切なものには○，そうでないものには×で答えなさい。 
　ア：体育祭で男女混合リレーのようすを録画し，映っている人たちに許可を取って，学校のWebサイトに公開した。 
　イ：自分で作曲した曲をピアノで弾いているようすを録画し，動画共有サイトにアップロードした。
　ウ：好きなアイドルが映った複数のシーンを編集した動画をDVDにして販売した。
　エ：レンタルした映画を家族で見ている。
　オ：自分でつくったアニメーションをWebサイトに公開し，気に入った人には販売している。
	ア


	イ


	ウ


	エ


	オ




	【Lesson18：著作権の侵害１】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　次の説明は，著作権侵害についての事例である。著作権侵害の例に当たらないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：妹が趣味で描いた油絵を無断でコンクールに応募した。
　イ：旅行のエッセイを書いて，雑誌に掲載してもらったが，知らないうちに一部内容が変わっていた。
　ウ：写真集から好きな作家の写真をスキャンして，年賀状の写真に使用した。
　エ：修学旅行で撮った友だちとの写真を，友だちには秘密でSNSに投稿した。

　オ：映画部で撮影した学校紹介CMを，映画部の部員には断りを入れずに学校説明会で上映した。
	


問題２　著作物を利用する上で許諾を得なくても利用できる事例には○，そうでないものには×で答えなさい。
　ア：レンタルした映画のDVDのDRMをはずしてコピーし，家庭内で視聴している。
　イ：動画共有サイトで，昨日放送されたドラマの録画をアップロードした。
　ウ：試験問題の対策に問題集を１冊分すべてコピーして無料で友だちに渡した。
　エ：人気ドラマを録画している友だちに頼んで，DVDにコピーしてもらった。
　オ：自分の持っている漫画全巻について，スキャナを利用してデータ化し，ファイルで保存している。
	ア


	イ


	ウ


	エ


	オ




	【Lesson19：著作権の侵害２】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　次の著作隣接権に関する説明のうち，適切なものを選び，記号で答えなさい。
　ア：アニメの声優には著作隣接権は認められていない。
　イ：ライブハウスで録音した曲を，許可を得ずにインターネット上で配信すると，放送権の侵害になる。
　ウ：送信可能化権とは，音楽をCDとして制作する場合に認められている権利のことである。
　エ：作詞者，作曲者，歌手がそれぞれ異なる楽曲で，歌手Ａが歌った曲を歌手Ｂがカバーして歌う場合に，許可を取る必要があるのは歌手Ａだけでよい。
　オ：昼休みの校内放送で購入した人気歌手の最新アルバムを流す場合，許可は特に必要ではない。
	


問題２　次のWeb上での行為のうち，著作権侵害に当たる行為には×，そうでないものには○で答えなさい。
　ア：ファイル交換ソフトを使って，市販の音楽データを無料で手に入れた。
　イ：料理のレシピが掲載されているWebページのリンク集をつくり，ブログに公開した。
　ウ：自分の作曲した音楽をWeb上で公開し，販売している。
　エ：インターネットで購入したゲームプログラムをバックアップ用にコピーした。
　オ：海外のロックバンドがコンサートで演奏しているようすを録画し，動画として公開した。
	ア


	イ


	ウ


	エ


	オ




	【Lesson20：適切な引用】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　引用について説明している以下の文章のうち，適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：日記や手紙など，公開されていないものは引用できない。
　イ：ブログで書かれた文章でも，引用する際はブログのタイトルやURLなどの出所を明記する。
　ウ：自分で書いた文章よりも引用した文章の方が多くても，出所さえ明記すれば問題ない。
　エ：保護期間の経過した文学作品の冒頭部分をレポートに引用したが，著者名，作品名を明記した。
　オ：電子メールで送られてきた友だちの小説がおもしろかったので，許可を取り，一部を引用してSNSに公開した。
	


問題２　次のうち，盗用となる事例を選び，記号で答えなさい。
　ア：ペンネームで書いた推理小説を自分のブログに載せた。作者名はペンネームにした。
　イ：自分が撮った写真に，友だちが書いた詩を載せ絵葉書として販売した。友だちとは利益が出た場合に半額を支払う約束をしている。
　ウ：Webページで公開されているコンピュータ用語辞典が便利なので，URLを自分のブログで紹介している。
　エ：コンピュータ実習の課題で，友だちの完成した課題ファイルを内緒でコピーし，自分のものとして提出した。
　オ：物理の実験結果を記録したノートをなくしたため，実験のときに同じグループだった人の実験結果を見せてもらってレポートを書いた。

	


	【Lesson21：ネットショッピング】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　ネットショッピングを利用するときに注意しなければならない点について，適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：ネットショッピングでは，クーリングオフ制度が適用されない。
　イ：商品の写真は，実際に取引される商品の画像が必ず掲載されているので安心である。
　ウ：実際に購入した人の評価があれば参考にするとよい。
　エ：購入した証拠として，購入時の画面のスクリーンショットを保存しておく。
	


問題２　次の画面を見て，商品の購入を決めても問題のないサイトか判断しなさい。その理由として適切なものを選び，記号で答えなさい。
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　ア：特に問題が見られない安全なサイトである。
　イ：IPアドレスがそのまま表示されているので，安全なサイトといえる。
　ウ：クレジットカード番号，電話番号，住所などの個人情報を入力させるサイトは危険性が高いので，利用しない。
　エ：https://（SSL）での通信ではないので，入力した内容が暗号化されない。したがって，危険性が高いため，利用しない。
　オ：Webページのデザインが簡素で怪しいため，利用しない。
	


	【Lesson22：情報の信憑性】

	クラス　　番号　　名前　　　　　　　　　　　


問題１　情報の信憑性を確認する行為として，適切でないものを選び，記号で答えなさい。
　ア：大雨強風警報のため，学校の時間割が変更になったとクラスのSNSのグループに緊急連絡のメッセージが来た。念のため，学校のWebサイトも確認した。
　イ：担任の先生が，2004年7月の気温が観測史上最高だと話していたので，気象庁のWebサイトで調べてみた。
　ウ：雑誌に載っていたお店のロールケーキの値段と，最近実際に行ったことのある知人の教えてくれた値段が違っていた。雑誌の発行された日付を確認し，雑誌の情報が古いことがわかった。
　エ：ある病院で手術に必要な輸血用の血液が足りないというメールが届いたので，その病院に電話で確かめてみた。
	


問題２　自分のレポート課題の内容の一部に引用した論文の内容が全面的に誤りがあったと訂正記事が掲載されていた。この場合の対応として適切なものを選び，記号で答えなさい。
　ア：間違っていた執筆者に責任があるので，そのままにしておく。
　イ：訂正された部分について，執筆者に責任を追及し謝罪してもらう。
　ウ：引用した論文をあきらめて，代用できるものを探して書き直す。
　エ：引用した部分に訂正記事が載った日付を出所とともに記載し，注意するようによびかけてそのまま引用する。
	









